
御厨三十三観音巡礼報告書 

                                  報告者 後藤隆徳 

 

年月日    ２０１０年０７月１４日（水・雨のち晴） 

 

回 数    第５回 

 

参加者    １５名 

 

巡礼寺・順  ●二十六番札所 宝林院（ほうりんいん・御殿場市神山） 

* 本尊  * 山号  * 宗派  * 寺歴  * 廃寺 

         

        ●二十九番札所 依京寺（いきょうじ・裾野市景ヶ島） 

* 本尊・観世音菩薩  * 山号  * 宗派 * 寺歴  * 無住職 

         

●三十番札所  天泉寺（てんせんじ・裾野市千福） 

* 本尊  * 山号  * 宗派  * 寺歴   * 廃寺 

 

 ●三十一番札所 蓮光寺（れんこうじ・裾野市佐野８０７） 

* 本尊・阿弥陀如来  * 山号・巧徳山  * 宗派・時宗    

* 草創・弘安５年（１２８２年） 

* 700 有余年の歴史・一遍上人ゆかりの古刹 「時宗 蓮光寺」 

 

●二十八番札所 観音堂（裾野市市久根） 

* 本尊・帯観世音大仏 * 山号 * 宗派 

* 寺歴 *無住職 

 

●二十七番札所 文明寺（もんみょうじ・裾野市深良２４８２） 

* 本尊・阿弥陀如来 * 山号・深良山（しんりょうざん） 

 * 宗派・曹洞宗    

* 草創・往昔天正 10 年（1582）興禅寺 2 世須翁英参大和   

尚の開創にして自ら開山となる 

*釈迦涅槃図が有名。毎年 2 月 10 日～15 日寺宝公開展 

       

距 離     約１．５Ｋｍ＋５Ｋｍ＋１．５Ｋｍ＋１．５ｋｍ＋０．５Ｋｍ＋１．５Ｋｍ＝

約１１．５Ｋｍ 

タイム    富士岡地先発８：００ー宝林院８：３０～４５－依京寺１０：１０～３０－ 

       天泉寺１０：５０～１１：０５－蓮光寺１１：３０～１２：３０－観音堂１３：



００～１３：２０－文明寺１３：４０～１４：０５－温泉 

温 泉    裾野・美人の湯（５００－） 

 

経 費    なし 

 

参考資料   関口霧岳著「御厨観音横道巡礼 霊場めぐり画文集」 

             

  

今回は元々、６月１６日実施だったが雨で７月に順延されていた。今回も大雨予想で

実施するか迷ったが、午後から良くなると踏んで実行。富士岡から出発する時は結構降

っていた。旧２４６を南下し黄瀬川を渡り「神山複生病院」内を歩いて行く。ここは先

日、天皇陛下が立ち寄ったそうだ。 

 めったに歩かない旧２４６の裏道をブラブラ下って行く。「時の栖」先を右折し、更

に右折し、二十六番札所・宝林院跡に着く。ここはすでに廃寺となって久しく、わずか

な墓標が立ているだけだった。隣に住む宇田川夫妻が出て来てくれた。寺跡が綺麗にな

っているのは時々、草取り・掃除をしてくれるお陰だった。 

 

 ここから再び大水濁流の黄瀬川を渡り、２４６バイパスを越えて景ヶ島に向かう。こ

の頃にはすっかり雨が上がり、蒸し暑くなって来た。途中、岩波駅でトイレタイム。 

 ここには唯念上人の「南無阿弥陀仏」の大きな石碑があった。またこれは小山町の足

柄峠下にも日本一大きなものがある。 

 

 

【小山町指定文化財】 

 文政１３年４月から、明治１３年８月２３日９１才で

没するまで４０余年間、上野奥の沢で修業した唯念上人

の筆になる「南無阿弥陀仏」の名号碑碑で、国内最大の

ものと云われています。 

 唯念上人は修行中も折をみては近隣を廻り、仏の道を

説き、念仏講をつくり、又人々の安穏を祈るため「南無

阿弥陀仏」の銘号碑を辻々に建て、駿河（静岡）・相模

（神奈川）・豆州（伊豆）・甲斐（山梨）など４ケ国に建

てられた名号碑の数は一千有余と云われてい  

ます。 

 現在小山町内にある名号碑も、全部で十数基を数えていますが、ここ栗木沢にある名号碑は、数多い

名号碑の中で最大のもので、関東大震災の時に倒れてしまいましたが、大正１５年有志の手によって復

元されました。足柄駅より足柄峠への県道（金時林道）を行くと、道路沿いの林の中に静かに建ってい

ますが、その大きさに唯念上人の偉業が忍ばれます。 



 又、唯念名号碑に辿りつく少し手前では（足柄駅寄り）、やはり小山町指定文化財の『大題目碑』を見

ることが出来ます。(関連 HP) 

 矢崎電線下に行くと大きな「諸国霊場巡拝供養塔」があった。大正二年五月、大森と

み、同行二名と読めた。上田集落から葛山に入って行く。ここに根方街道の標識があっ

たが果たして根方街道とは、どこから何処までかの話題になる。決定打はなかった。も

しかしたら愛鷹連峰をグルっと周っている？？ 

  

ここで休憩していると地元のおバアさんに会った。聞けば毎月２回、依京寺でお念仏

をやっているとの話。ご苦労さまです。 

 二十九番札所・依京寺に着いた。雨上がりで苔むした階段が滑り易いので要注意。こ

この渓谷も凄い。溶岩は柔らかいから浸食が進んでいる。寺の本堂は開いていた。上が

ってお勤め。ただ、床は埃だらけで酷い状態だった。ご本尊は観世音菩薩だが、地味な

感じで佇立していた。境内の南には閻魔大王と六地蔵が並んでいた。 

 

 次の三十番札所・天泉寺は近い。既に廃寺で畑というか山林というか、その中にお堂

が建っている。回りには寺があった当時を偲ばせる石仏が夏草を絡ませていた。近くの

豪邸が持ち主とかで管理していると聞き、下見時訪ねたが誰もいなかった。 

  

ここからバイパスを潜り再び黄瀬川を渡り、佐野の三十一番札所・蓮光寺に進む。こ

こは以前、伊豆巡礼に参加していたＴさんの家だ。宗派はこの辺では少ない「時宗」。 

境内に入ると右手に池があったが、何故か鯉が一尾浮いていた。 

 本堂に上がりお勤め後、住職の話を聞いた。私は端にいたので内容がイマイチ不明だ

った。ちょっと早かったがここで昼食・休憩をさせて頂いた。その後、Ｕ子さんを混え

記念撮影後、二十八番札所・観音堂に足を向けた。 

 

 ここは比較的近距離。住宅地を抜けて御殿場線をまたぎ観音堂に出た。ただ、ここは

道路から奥まったところで案外場所が分かり難い。綺麗な雰囲気で関係者の方が日ごろ

奮闘していることが推察された。東側には石仏がズラリ並んでいた。お勤め後、やはり

近距離の二十七番札所・文明寺に向かった。 

 

 文明寺も割合混みいった所だった。住職も奥様も感じのよい方で良かった。ここには

有名な涅槃図があって、毎年２月にご開帳される。これを既に見極めているＡさんが状

況を説明してくれた。写経も毎月決まった日にやっていた。 

今日の巡礼はここまで。今回の温泉、裾野・美人の湯に向かった。 

                

（注・巡礼の写真を飛ばしてしまいました。申し訳ありません） 


